
手町地区で行われる整備について大

大手町地区の整備状況と 活動

「 大手町地区４ 街区再編整備事業」 および「 賑わい拠点施設」 の計画と は
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　 丸亀市大手町地区 4 街区は「 大手町地区 4 街区再編整備構想」（ 平成 30 年策定） に基づき整備を進めており 、 4 街区

のう ち北街区に位置する市役所庁舎等複合施設が令和 2 年度に竣工し 、 現在、 新市民会館の建設が進んでいます。

　「 大手町地区 4 街区再編整備構想」 策定後に 4 街区を取り 巻く 状況も変化し ており 、 大手町地区を丸亀市の都市機能

が集積する中心的なエリ アと し て新たな魅力ある拠点地域と なるこ と を目指し て、 市庁舎や新市民会館等の公共施設の

再配置・ 整備（ シビッ クサービスゾーン）、 それによって生じ た空地と 既存の市民ひろばを一体的に活用し た街なかの

憩いの場の創出（ シビッ クパークゾーン） を行う ために、 南街区（ 市民ひろば、 緑化駐車場、 歩行者空間の一部） の再

整備事業と し て「 大手町地区 4 街区南街区再編整備基本計画」（ 令和 7 年） が策定さ れまし た。

　 現在は市民ひろばにおける「 賑わい拠点施設」 の計画を行っており 、 市民ひろばや歩行者空間と 一体的に利活用で

きる物産館機能、 飲食機能を有する施設の整備を進めています。
　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 丸亀城への動線と し て整備さ れた歩行者

専用道路は、 日常的にベンチでく つろぐ場所と し ての利用や、 マルシェ など

のイベント 会場と し て活用さ れています。

　 土地利用については、 整備構想時から見直さ れ、 4 街区の中

心を丸亀城への軸線と し てのシンボル軸と し 、 北側にシビッ ク

サービスゾーン、 南側にシビッ クパークゾーンの 2 つのゾーン

が設定さ れています。 シビッ クサービスゾーンでは、 旧庁舎の

跡地を活用し た公共施設群の再編により 、 本市の拠点の魅力を

高め、市民サービスの向上に資するゾーンを形成し ます。 シビッ

クパークゾーンでは、 市民ひろばの広場・ 緑地空間を活かし た

一体的なオープンスペースを形成し ます。 こ のよう に、 商店街

エリ アから丸亀城に向かって公共施設、 駐車場、 憩いの場と い

う よう に徐々にオープンな空間と なっています。

　 また現在計画中の賑わい拠点施設は「 お城を眺めながら、 拠

点施設での飲食や観光、 物販などを楽し む、＋イベント 」 のエリ

アに位置付けられています。

　 大手町地区 4 街区の将来像は、 整備構想時に以下の通り 示さ れています。

　 現在は、 市庁舎と 丸亀市市民交流活動センタ ー「 マルタ ス」 が整備さ れ利用を開始し ており 、 新市民会館の整備工事

と 並行し て南街区が計画中です。

●市庁舎等複合施設　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 マルタ スには、 ラウンジや学習スペース、 カフェ

があり 、 マルタ ス登録の活動団体は、 DIY 教室等講座や市民ひろばでのお祭

り の開催等色々な活動をし ています。

●市役所西側道路（ 歩行者空間）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 現在整備工事中の市民会館は、 市民による

ワークショ ッ プでやってみたい・ やるべき活動のアイデアを出し 合っており 、

セミ ナーや展示、 部活動の練習などの意見があがり まし た。

●新市民会館（ シアタ ーマド ）

将来にわたる丸亀市の拠点地域と し て、 シティ ・ プロモーショ ンによって、

様々な市民が集い、 市民が躍動する、「 市民の舞台」 を目指す

大手町地区 4 街区の将来像

市民会館完成イメ ージ

マルシェ （ BOOK WEEKEND） の様子 ベンチでく つろぐ高校生の様子DIY 教室の様子

●将来像及び土地利用の方向性
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コ ンセプト

整備方針

●整備方針①　 かつての町割り と 丸亀城が象徴的に感じ られる空間づく り

●整備方針③

　 既存施設と の隣接関係で連携を

　 強化する施設配置と 一体的な運用

●整備方針②

　 多様な活動が共存するエリ ア分けと

　 協働による場づく り

●整備方針④

　 周辺エリ アと の回遊を促す接点  

    部のデザインと まちなか全体で 

    のソフト 施策の展開

中心市街地において「 市民の舞台」 を目指す大手町４ 街区。 かつて重臣の屋敷が立ち並ぶ丸亀城下の重要拠点であった

この地のアイデンティ ティ を下地と し て、 市民が誇り を持てる開かれた空間を作り 出し ます。

・ かつての町割り と 、 大手門の前にあった城前広場を舗装で顕在化する

・ 丸亀城への眺望を確保し 、「 活動の先に丸亀城がある」 関係性を作り 出す
番丁の石碑

（ 現地撮影）

歴史的な風格を感じ られる多様な市民の舞台の創出

1640 年ごろの大手町地区の町割り 現在の大手町地区の町割り 整備後の大手町地区の町割り

※整備イメ ージ

・ 市民会館と 南北で対になる位置に

屋外活動と 密接に繋がる賑わい拠

点施設を設置する

・ 市民会館からの文化的な活動、 賑

わい拠点施設からの観光や飲食・

余暇活動、 市役所マルタ スからの

学習交流活動と 連携し た屋外空間

と する

・ アクセス拠点と なる駐車場は、 市

庁舎や市民会館と 隣接さ せ利便性

を高める

・ 既存樹木を緩衝帯と するこ と で、

マルタ スでの落ち着いた活動と 、

芝生広場での活発な活動を両立さ

せる

・ 活動の特性に応じ た大小さ まざま

な広場を街区内に配置し 、 多様な

活動が集まって共存する場と する

・ 日常／非日常で使えるファ ニチャー

製作などの活発な活動（ ワーク

ショ ッ プや社会実験） を実施する

・ 市民・ 観光客・ 車両動線の接点に

「 人々を迎え入れる / まちへと いざ

なう 」 デザイン（ 舗装デザインや

誘導・ 案内・ 解説サイン、 植栽の

設置など） を導入する

・ 大手町 4 街区にと どまらず、 港～

駅～商店街～大手町地区～城のま

ちなか全体で一体的に実施できる

ハード ・ ソフト 施策の展開を見据

えた計画と する

備計画案について整

多様な活動が共存するエリ ア分けイメ ージ
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動線と 境界部の関係性

凡例

　 　 　 　 市民

　 　 　 　 観光

　 　 　 　 車両



整備イメ ージ

　 以下に、 4 街区南街区の基本計画図と イメ ージスケッ チを示し ます。

隣接するエリ アと の

一体的な利用（ イ ベント 時）

シンボル軸に相応し い舗装で整備

丸亀城を象徴的に感じ ら れる

広場空間施設と 連続する芝生広場

文化的な活動を受容する

芝生広場

森の中での落ち着いた

活動の場

周辺施設から 屋外へと

活動を展開する空間
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※本パースは基本計画段階での整備イ メ ージです。
　 今後の検討で変更が生じ る可能性があり ます。

賑わい拠点施設



コ ンセプト

整備方針

1 - ① 城を引き立てる構え 1 - ② ヒ ューマンスケール 1 - ③ 城と 調和する意匠

2 - ① 賑わいが伝播するファ サード 2 - ② 地域材を用いた内観 2 - ③  丸亀らし さ を発信する飲食施設

3 - ①  市民ひろばの日常と 連続する

　 　 　 半屋外空間 

3 - ②  市民ひろばのイベント と

　 　 　 連携する施設

3 - ③  展望デッ キから城を眺める

　 　 　 特別な体験

市民ひろばや歩行者空間と 一体的に利活用できる施設と し 、 観光客や市民向けに丸亀市の魅力発信を行う こ と で、
市民の躍動を促す賑わい拠点施設を実現し ます。

丸亀の歴史・ 文化を発信し 、 市民の躍動を促す賑わい拠点施設

丸亀のシンボルである城の前にふさ わし い顔

と し て、 建物高さ を抑え、 屋根形状を天守に

誘導する向きと する。 深い軒による陰影を生

かし 、 歴史的景観に調和し つつ、 現代的機能

と 市民の誇り を同居さ せたデザインと する

深い軒や張り 出し たデッ キ、 屋外施設の目

隠し など、 市民ひろばや市民会館、 通町商

店街からのアプローチなどの主要な視点を

考慮し た、 建物のボリ ュームを感じ さ せな

いヒ ューマンスケールのデザインと する

コ スト や維持管理を考慮し た現代的な素

材を用いながら、 丸亀城と 調和するよう 、

落ち着いたモノ ト ーンの色彩と 木質を生

かし た優し いデザインと する

外壁を開放的で中の様子が見えるガラス張り

と すること で、 う ちわづく り 実演の様子や販

売し ている丸亀ブランド の商品、 飲食の賑わ

いが感じ られるレイアウト と する

丸亀う ちわをイメ ージし た木質内観や、

内装材に丸亀市の地域材である青木石の

使用を検討するこ と で、 丸亀らし さ を感

じ られるデザインと する。 観光客に対し

て丸亀の魅力を PR し 、 地域住民が愛着を

抱けるものと する

飲食施設は 2 階に配置し 、 展望デッ キと

連続し てテラス席を設けること で丸亀城

への景色を楽し める食事の場を提供す

る。

広場と 同じ レベルの 1 階デッ キと 大きく

張り 出し た 2 階デッ キが広場で遊ぶ子供

の見守り や休憩する利用者の日よけ・ 雨

よけと なる休憩スペースと する

1 階、 2 階、 階段状デッ キが市民ひろば

の芝生スペースの観客席と なり 、 一体的

な賑わいを生み出す

2 階デッ キから城を眺めながら休憩や飲

食ができる、 丸亀のここにし かない

体験を提供する

点施設整備計画案について拠

歴史を感じ ら れる空間の創出

整備方針 -1

1-1 丸亀城や市民ひろば、 市民会館をはじ めと する周辺施設に調和し たデザインと する。

1-2 丸亀城への眺望を確保し 、 お城への眺めを楽し みながら食事や休憩するこ と ができる展望デッ キを設ける。

1-3 丸亀のまちの成り 立ちや歴史を紹介する展示コ ーナーを設け、 拠点施設からまちへの回遊を促す。

●“丸亀城” を引き立てるデザイン

丸亀ブランド を発信する場の創出

整備方針 -２

2-1  丸亀ブランド のPR 及び販売促進を行う

2-2  丸亀の地場産物を食べるこ と ができる飲食・ 休憩機能を創出する

2-3  丸亀を代表する産業である丸亀う ちわの製作工程の実演展示及び体験コーナーを設ける

●“丸亀城” を発信し 続けるレイアウト

市民の舞台である市民ひろばと 連携し た空間の提供

整備方針 - 3

3-1   施設利用者だけでなく 、 市民ひろば利用者が24 時間使えるト イレ機能を提供する

3-2  市民ひろばの利用者が施設内外で休憩し たり 待機し たり できる付加機能を充実さ せる

3-3  市民ひろばで使用する備品を適切に維持管理するための倉庫を設ける

●“市民ひろば” と 一体的に活用でき賑わいを生み出す仕掛け



整備イメ ージ

※本パースは基本計画段階での整備イ メ ージです。
　 今後の検討で変更が生じ る可能性があり ます。

※本パースは基本計画段階での整備イ メ ージです。
　 今後の検討で変更が生じ る可能性があり ます。

う ちわづく り 実演・ 地域産品販売

天守に向く 屋根形状市民ひろばと 連続する半屋外空間

各機能の断面構成

全体イメ ージ

1 階 2 階の繋がり


